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IoT Platformとは

IoT活用で必要となる大量のセンサーやデバイスとのデータ送受信～蓄積と、データ収集を行うIoT専用クラウド
サービスです。
リアルタイム系の判断／アクションの実行や分散機能による効率的なデータ収集を実現します。
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お客様が蓄積する各データに対し、細やかにアクセス権限を設定できるため、お客様の協業者とセキュアな
データ共有・活用が可能です。

セキュアなデータ管理

HTTP/HTTPSに加え、通信負荷やバッテリー消費の少ないIoT向けの軽量プロトコルである
MQTT/MQTTSを標準サポートします。端末やアプリの開発に専用モジュール不要でオープンソース等を
活用でき、多様なセンサー／デバイスをビジネスに活用できます。

多彩なセンサー／デバイスを収容可

IoTで必要となる基本的な機能群（データの収集・保持・検索、アクセス制御、イベントの検知・通知な
ど）をセット提供しており、お客様はIoTを活用して実現したい業務アプリケーション開発に専念できます。
標準的なインターフェースを提供しており、アプリケーション開発も容易です。

IoTシステムを短時間で構築可能

センサー等デバイスから発生するデータの収集に対し、富士通独自の全体最適化技術（広域分散技術）
により、データトラフィックの変動等に対して効率的かつ安定したデータ収集が可能です。また、エッジに
蓄積された大量データの中からお客様が検索したいデータの特徴(メタデータ)を登録することで、
大量のデータの中から必要なデータを効率よく取得できます。

安定したデータ収集を支援

サービスの特長

各種センサーやゲートウェイからのデータを標準手順で、簡単・効率良く利用できる共通プラットフォーム(PaaS)です。
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機能概要1：データ収集と活用(1/2)

○ データ収集の考え方
お客様テナント内に作成した「リソース」にデータを収集します。データの転送も可能です。
リソースには「アクセスコード」を付与する必要があります。

○ リソース
本サービスにデータを登録する単位

○ アクセスコード
リソースやアクセスコードの操作権限(※)を示すコード

※作成(C)、登録(R)、削除(D)など。詳細は
「提供API」をご参照ください。

※本サービスで発行するクライアント証明書を付与し、クライアント認証が可能です。

○ データ収集準備
サービスポータルおよびAPIにてリソース・アクセスコードの作成ができます。

IoT Platform

他社様エリア

お客様エリア
テナント3

テナント2テナント1

リソース

リソース

リソース

アクセスコード：Ｃ アクセスコード：Ｌ

A
P
I

A
P
I

アプリケーション

リソース作成

リソース一覧参照

テナント

アプリケーション

リソース

リソース

リソース削除 アクセスコード：Ｄ

サービスポータル

WEB
ブラウザ

作成/削除/参照

アクセスコード
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機能概要1：データ収集と活用(2/2)

○ データ蓄積
データの登録や参照はAPIで実行できます。

○ HTTP/HTTPS

○ MQTT/MQTTS

○ データ転送
本サービス内にデータを蓄積せず、他サービスへ転送することも可能です。

アクセスコード：U

アクセスコード：R

A
P
I

A
P
I リソース

アプリケーション

データ登録
データ参照

機器

蓄積

テナント

データ転送アクセスコード：U A
P
I

A
P
I

アプリケーション

データ登録
機器

テナント

リソース

データ通知

アクセスコード：U A
P
I

A
P
I

アプリケーション

データ登録
機器

テナント

リソース

購読登録(subscribe)

アクセスコード：R
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機能概要2：イベント機能

○ 収集データに対するイベント検出条件やアクションなどを設定
イベントとしてデータの検出条件を設定することにより、データの登録／更新を契機に検出条件に合致する場
合にアクションを設定することができます。

○ アクション
Email通知または指定のAPI起動を設定できます。

※Binary形式データの場合は登録タイミングのみのアクションになります。

データベースA
P
I

リソース

データの登録／更新

イベント
判断

条件に
合致

メール通知

API起動
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機能概要3：アクセス制限

○ 「リソース」「サービスポータル」に対するアクセスを接続元IPアドレス単位で制限可能
本サービスに対するアクセスにIPアドレスの制限をかけることができます。
万が一アクセスコードが漏洩した場合でもインターネットからは利用不可とするなど、セキュリティの強化が可能です。

A
P
I リソース

機器

テナント

サービスポータル

WEB
ブラウザ

WEB
ブラウザ
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機能概要4：ダイナミックリソースコントローラー(1)

○TPS/BPS制限機能
○お客様ITリソースに合わせたデータ収集が可能

データ収集において、クラウドにかかる負荷によってデータ収集を制御する指針として利用できる「リコメンド」を
提供します。本サービスに対する負荷情報（TPS（トランザクション数／秒）、BPS（転送データ量／秒））を
集計し、その値をお客様が設定した条件と比較してリコメンドとして提供します。
お客様はリコメンドを利用することにより、負荷状況に応じたデータ収集を行うことができます。

①データの収集

リコメンドリソース
※

②負荷に応じたリコメンド

A
P
I

業務アプリケーション／ビッグデータ分析等

データベース

リソース

※リコメンドの格納単位

③負荷状況に応じて
優先度の高いデータから収集
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【参考】TPS/BPS制限機能 活用例

○あらかじめデータの優先度を決定しておき、リコメンドリソースの参照結果（負荷状況）に応じた
データ収集を行う。
○ A：優先度が低いデータ（高負荷時にはデータ収集を行わないデータ）

○ B：優先度が高いデータ（高負荷時もデータ収集を行うデータ）

業務アプリケーション／
ビッグデータ分析等

データベース

リソース

①リコメンドリソースの参照

データ収集しない

リコメンドリソース

②データの収集

A

B

＜高負荷時の例＞

A
P
Iデータ収集する
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機能概要5：ダイナミックリソースコントローラー(2)

○オンデマンドデータ収集機能
○エッジに蓄積された大量データからの検索、取得が可能

エッジ（現場のデータを蓄積している様々な機器）の全データを収集することはトラフィック量や コストの関係で難しいという
課題があります。本機能はエッジからデータの特徴（メタデータ）を 収集しておくことで必要なデータのみを検索して取得できます。

エッジ IoT Platform

A
P
I

例）昨日X時小金井周辺にいた
赤い車の動画が欲しい

データベース

メタデータ

必要な
データ

A
P
I

①検索要求
②メタデータ検索

③集約対象の絞り込み、
条件提示による該当

データのみ収集

[事前]メタデータのみ送信

④該当データ送信 ⑤該当データ取得
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【参考】オンデマンドデータ収集機能活用のメリット

○データサイズ/特性やネットワークの制約等により従来クラウドで活用出来なかった現場の
データ群のクラウド上でのオンデマンド/多目的活用が可能となります。
○ エッジ上のアプリでは検索指示内容に応じた実データを返す前処理を実装することで実データの通信を最低限の量にて検索可能

○ 実データをエッジに蓄積した状態のままで、メタデータのみをIoT Platformに登録することでクラウドへのデータ蓄積量の節約が可能

○ エッジ数、ヒット数上限設定にて取得量を絞り込めるため、通信量節約、通信平準化が可能

通信量比較

○ 本機能なし時：すべての実データをクラウドにあげる

○ 本機能あり時：メタデータをクラウドにあげ、実データは必要時のみ

通信量

エッジ台数

本機能なし時

本機能あり時
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機能概要6：サービスポータル

＜提供管理機能＞

本サービスの利用に必要な設定とデータの管理をサービスポータルから実行できます。

管理機能 内容

アカウント ・サービスポータル利用のためのアカウントの作成・削除
・パスワードの再発行

リソース ・リソースの作成／変更／削除、一括登録
・リソース内データの自動削除設定（1～9999日設定可)※設定日時＋最大1日のデータを参照可能
・リソース一覧の表示／検索／ダウンロード

アクセスコード ・アクセスコードの作成／変更／削除、一括登録
・アクセスコード一覧の表示／検索／ダウンロード
・クライアント証明書の登録

イベント ・イベントの作成／変更／削除
・イベント一覧の表示／検索

ログ ・サービスポータルの操作履歴の表示／検索／ダウンロード
・月次の利用実績サマリの表示
・月次の利用実績の画面表示
・日時の利用実績のログファイルダウンロード（課金確認用）
・システムログの画面表示

アクセス制限 ・サービスポータルアクセス制限条件の作成／変更／削除
・アクセスコードアクセス制限条件の作成／変更／削除

分散設定 ・TPS／BPS制限、オンデマンドデータ収集を利用するための設定／変更／削除
・TPS／BPS制限、オンデマンドデータ収集の有効／無効の設定

共通設定 ・MQTTパスワードの表示／変更
・エラーログ蓄積ON／OFFの切替
・CORS機能ON／OFFの切替

クライアント証明書 ・クライアント証明書の発行

【例】ログ：月次の利用実績（API）の画面表示

【例】分散設定
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機能概要7：提供API

○ データはJSONとBinary形式に対応し、プロトコルに依存しない共通のデータモデルを利用可能です。

※CSV、TEXT、256Kbyte以下のBinaryデータをJSONデータとして登録できます。

○ 逐次到着するデータの自動履歴管理や時刻管理(オートヒストリー)を提供します。

○ 特にJSONデータについては、活用のための豊富なクエリーやイベント処理をサポートします。

＜提供API（権限と操作対象および対応プロトコル）＞

（※1）アクセスを許可するプロトコルを制限して設定することも可能です。（※2）矛盾のある権限が設定された場合、権限の強い方が適用されます。

（※3）バイナリデータに対する更新時刻指定のデータ一覧取得はMQTT/MQTTS非対応です。

IoT向け標準プロトコルであるHTTP/HTTPS、MQTT/MQTTSを提供します。

操作権限 内容 操作対象 対応プロトコル（※1）

作成
(C:Create）

・作成権限
・指定リソース配下に対して有効（※2）

リソース
アクセスコード
イベント

HTTP/HTTPS

参照
(R:Read)

・リソースに蓄積されたデータを参照する権限
・指定リソースのみに対して有効

リソースデータ HTTP/HTTPS
MQTT/MQTTS(※3)

更新
(U:Update)

・リソースにデータを登録する権限
・リソースに蓄積されたデータを更新する権限(MQTT/MQTTSは非対応)
・リソースに蓄積されたデータを削除する権限(MQTT/MQTTSは非対応)
・指定リソースのみに対して有効

リソースデータ HTTP/HTTPS
MQTT/MQTTS

削除
(D:Delete)

・削除権限
・指定リソース配下に対して有効（※2）

リソース
アクセスコード
イベント

HTTP/HTTPS

リスト取得
(L:List)

・指定リソース配下のリソース一覧の取得権限
・指定リソース配下に対して有効（※2）

リソース
アクセスコード
イベント

HTTP/HTTPS

複数更新
(P:put)

・U権限を指定したリソースURL（ディレクトリ）配下の複数のリソースに与える権限 リソースデータ HTTP/HTTPS
MQTT/MQTTS

複数参照
(G:get)

・R権限を指定したリソースURL（ディレクトリ）配下の複数のリソースに与える権限 リソースデータ HTTP/HTTPS
MQTT/MQTTS
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お客様
環境

機能概要8：閉域接続オプション(1/2)

FUJITSU Hybrid IT Service FJcloud Digital enhanced EXchange(以下、DEX※）のクロスコネクト
for FJcloud-O、クロスコネクトポート for 富士通データセンターまたはWANコネクト for FENICSを利用して、お
客様環境に対してセキュアに接続できます。

クロスコネクト for FJcloud-O

※別途、DEXの申込が必要です。
詳細は以下のページをご参照ください。
https://jp.fujitsu.com/solutions/cloud/fjcloud/-o/function/paas/private-connect/

FUJITSU Hybrid IT Service FJcloud-O PaaS

IoT Platform

DEX

DEXメニューのうち、以下に対応しています。
a.クロスコネクト for FJcloud-O

（100Mbpsベストエフォート（東日本リージョン1）のみ）

b.クロスコネクトポート for 富士通データセンター
データセンターアウトソーシングサービスの中で提供されるメニューとなり、DEXのご契約に加え、

データセンターアウトソーシングサービスの契約が必要となります。

c. WANコネクト for FENICS

※東日本リージョン1のみ対応しています。
※その他の接続形態（他社クラウド接続など）をご希望の際はヘルプデスクまで

お問合せください。
※閉域接続オプションはIoT Platform1環境につき2接続まで申込可能です。

FENICS

オンプレミス環境

データセンター
アウトソーシング環境
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機能概要8：閉域接続オプション(2/2)
○申込の流れについて

○お申込のパターンにより、流れが異なります。

①新規申込
1本または2本の新規接続申込

②追加申込
接続数を1本から2本へ変更

③部分解除申込
接続数を2本から1本へ変更

④全解除申込
閉域接続の終了

(1) ヒアリングシート記載、送付 (お客様→サービス担当者)

(2) 準備完了通知 (サービス担当者→お客様)

(3) DEX申込 (お客様→担当営業)

(4) DEX環境作成 (DEX担当者)

(6) 接続確認 (お客様 – サービス担当者間)

(7) 構築完了通知 (サービス担当者→お客様)

(8) FUJITSU Hybrid IT Service
ポータルより閉域接続オプション
利用申込 (お客様)

利用開始

(5) DEX手配完了連絡 (担当営業→お客様)

(3) DEX解約申込 (お客様→担当営業)

(4) DEX環境削除 (DEX担当者)

(5) DEX解約完了連絡 (担当営業→お客様)

(2) DEX解約依頼 (サービス担当者→お客様)

閉域接続設定削除 (サービス担当者)
利用終了

(6) FUJITSU Hybrid IT Service
ポータルより閉域接続
オプション利用終了
(お客様)

(8) FUJITSU Hybrid IT Serviceポータルより
閉域接続オプション変更申込 (お客様)

• お申込のパターンにより、流れが異なります。閉域接続オプションの申込手続き方法の詳細は以下をご参照ください。
FUJITSU Hybrid IT Service FJcloud-O IoT Platform閉域オプション申込ガイド
https://iot-docs.jp-east-1.paas.cloud.global.fujitsu.com/ja/manual/closednetworkoption.xlsx

• ②追加申込 および ③部分解除申込 は1料金月につき1回までの受付となります。
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提供機能一覧
機能 概要

データ収集機能 データを本サービスに蓄積します。データの外部サービスへの転送機能も提供。
データ形式はJSONとBinaryに対応しています。

認可管理機能 APIリクエストに対する認可機能を提供します。
リソース(データの収集単位)単位に認可管理できます。

イベント機能 本サービスに登録されるデータに対して設定された条件に合致する場合にアクション
（API起動／Email通知）を設定できます。

アクセス制限機能 お客様指定のIPアドレスからのみアクセスを許容する機能を提供します。

ダイナミックリソースコント
ローラー
（TPS/BPS制限）

お客様の限られたITリソース内で効率的なデータ収集を実現します。
データ収集において、クラウドにかかる負荷によってデータ収集を制御する指針として
利用できる「リコメンド」を提供します。

ダイナミックリソースコント
ローラー
（オンデマンドデータ収集）

エッジに蓄積された大量データの中からお客様が検索したいデータの特徴
（メタデータ）を登録することで、大量のデータの中から必要なデータを効率よく
取得できます。

サービスポータル データの管理を行う、お客様管理者専用のサービスポータルを提供します。

API データ管理／収集／活用を実行できるAPIを提供します。
HTTP/HTTPSおよびMQTT/MQTTSに対応します。

閉域接続オプション DEXを利用して、お客様環境に対してセキュアに接続できます。

© 2016-2023 Fujitsu Limited16



課金の考え方について
○ 月額固定料金＋従量料金で課金されます。
○月額固定

基本サービスの料金プラン（※）から1つ選択できる月額の固定料金です。
従量料金の無料利用料を含んでいます。
※料金プランを変更する際は翌月からの適用となります。

○従量
APIの利用回数や蓄積データ量、通信量に応じて従量課金します。
閉域接続オプション利用時は接続数に応じた従量料金が発生します。

月額固定
基本サービス(エコノミー)

55,000円
※無料従量利用料5,500円含む

月額固定
基本サービス(エコノミー)

55,000円
※無料従量利用料5,500円含む

＜例＞

1月

従量4,000円(無料分)

従量30,000円

（無料分）

月額固定
基本サービス(スタンダード)

110,000円
※無料従量利用料71,500円含む

従量50,000円(無料分)

2月 3月

請求額：55,000円

円

月

請求額：79,500円

請求額：110,000円

プラン変更(3月より適用)
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【参考】サービスメニュー(1/2)

○基本サービス

メニュー 料金 単価 単位 備考

エコノミー 月額 55,000円 月 •基本サービスの料金プラン「エコノミー」
•サービスポータルの利用とAPIアクセスが可能
•1秒あたりに利用可能なデータ系APIの回数：100回/秒
•本利用料金の中に無料従量利用料5,500円分含む

スタンダード 月額 110,000円 月 •基本サービスの料金プラン「スタンダード」
•サービスポータルの利用とAPIアクセスが可能
•1秒あたりに利用可能なデータ系APIの回数：200回/秒
•本利用料金の中に無料従量利用料71,500円分含む

アドバンスド 月額 550,000円 月 •基本サービスの料金プラン「アドバンスド」
•サービスポータルの利用とAPIアクセスが可能
•1秒あたりに利用可能なデータ系APIの回数：500回/秒
•本利用料金の中に無料従量利用料605,000円分含む

最新の料金情報は公開サイトの料金表をご確認ください。
https://doc.cloud.global.fujitsu.com/lib/common/jp/price-list/
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【参考】サービスメニュー(2/2)

○従量サービス
最新の料金情報は公開サイトの料金表をご確認ください。
https://doc.cloud.global.fujitsu.com/lib/common/jp/price-list/

※Light API：以下の条件を満たすリクエスト
①JSONデータで、データサイズが4Kbyte以下のデータ登録
②JSONデータで、データサイズが4kbyte以下、かつ、

present指定（最新データ）かつ、クエリに？なし（検索条件指定なし）のデータ参照

メニュー 料金 単価 単位 備考

リソース利用料(～3000まで) 従量 0円 個 ・月内の登録リソース数の最大値に課金
例）10,000個の場合、7,000×3=21,000円

リソース利用料(3001～) 従量 3円 個

API利用料 従量 11円 月 ・API利用回数10,000回ごとに課金
・Light API(※)は1回＝1API利用回数に換算
・Light APIを除くAPIは1回＝10API利用回数に換算
そのうち、複数データの一括登録API(bulk)は1回＝200API利用回数に換算

SSL利用料 従量 22円 月 ・SSL経由（HTTPS/MQTTS)でのAPI利用回数10,000回ごとに課金
・Light API(※)は1回＝1SSL経由API利用回数に換算
・Light APIを除くAPIは1回＝10SSL経由API利用回数に換算
そのうち、複数データの一括登録API(bulk)は1回＝200SSL経由API利用回数
に換算

イベント機能利用料 従量 11円 月 •リソース単位に設定したイベント判定条件のチェック回数1,000回ごとに課金
＃イベント判定条件にマッチする／しないに関わらずチェック回数をカウント

ディスク利用料 従量 55円 月 蓄積データ量の月内の最大値100MByteごとに課金

通信料 従量 11円 月 バイナリデータを登録・取得する場合の通信量対象で100MByteごとに課金

閉域接続オプション(1接続) 従量 110,000円 月 ・閉域接続をご希望の場合は、基本サービスのプラン申込1つにつき閉域接続オプショ
ンが1接続分以上必要です。
・別途「DEX」のお申込が必要です。閉域接続オプション(2接続) 従量 220,000円 月
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【参考】月額費用計算例(1/3)

○ 例1）設備情報収集

○ リソース数：100
(登録機器数100台)

○ データ収集頻度：1回／10分

○ データ収集時間：
毎日9:00～18:00の間
内、12:00～13:00除く (20営業日)

○ データ量：500byte/1回

○ データ蓄積期間：1年

○ 例2）見守り（可視化）

○ リソース数：5,000
(見守り対象数5,000人)

○ データ収集頻度：1回/15分(SSL利用)

○ データ量：20byte/1回
体温、血圧、位置の３要素

○ 可視化アプリから全データを取り出し
(http利用)

○ データ蓄積期間：１年

＜月額費用＞

＜月額費用＞

※ エコノミーの場合、無料従量利用料は最大5,500円

課金項目 利用量 従量分 (円) 費用（円）

基本サービス エコノミー 1 - 55,000

従量サービス リソース利用料 100個 0 -

API利用料 96,000回 110 -

ディスク利用料 549MByte 330 -

従量分合計 440 440

無料従量利用料 -440(※)

合計 55,000

課金項目 利用量 従量分(円) 費用（円）

基本サービス スタンダード 1 - 110,000

従量サービス リソース利用料 5,000個 6,000 -

API利用料 14,400,000回 15,840 -

SSL利用料 14,400,000回 31,680

ディスク利用料 3,296MByte 1,815 -

従量分合計 55,335 55,335

無料従量利用料 -55,335(※)

合計 110,000

※ スタンダードの場合、無料従量利用料は最大71,500円
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【参考】月額費用計算例(2/3)

○ 例3）画像検索（ダイナミックリソースコントローラ(オンデマンドデータ収集)利用）

(10台のエッジが保持している画像データの中から必要な画像データを取得するケース)

○ 登録エッジ数:10台

○ 1画像あたりのメタ数：5

○ エッジあたりのメタデータ登録間隔：

30分に1回

○ 画像検索要求回数：1時間に1回

○ エッジあたりの検索指示取得間隔：

5分に1回

○ 画像のメタデータ量 ：300byte

○ 画像データ量：10Mbyte

○ 検索条件にヒットするエッジが全体の10%存在すると想定

○ データ蓄積期間：7日間

○ 通信はすべてhttpを利用

＜月額費用＞

※ エコノミーの場合、無料従量利用料は最大5,500円

課金項目 利用量 従量分 (円) 費用（円）

基本サービ
ス

エコノミー 1 - 55,000

従量サービ
ス

リソース利用料 50個 0 -

API利用料 19,586,880回 21,549 -

ディスク利用料 1,680MByte 935 -

従量分合計 22,484 22,484

無料従量利用料 -5,500(※)

合計 71,984
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【参考】月額費用計算例(3/3)

○ ダイナミックリソースコントローラ(オンデマンドデータ収集)利用の費用計算について
○ 本機能では、本機能の内部処理にて従量サービスで提供しているAPI(データアクセス)を利用します（以降：内部処理）。

また、内部処理についてはお客様利用分として計上します。想定以上の利用料金となることを防ぐために、本機能利用時は
内部処理を考慮されたうえでアプリケーションを設計してください。なお、内部処理で用いるAPI回数は以下のとおりです。

○ １．メタデータ登録時

API(回数/秒)＝200＊１×メタ数×（メタデータ登録(回数/秒)＋１分あたりにメタデータ登録するエッジ数） ＊１ 一括登録(Bulk Insert)

○ ２．検索要求登録時

API(回数/秒)＝（検索要求時指定の検索対象メタ数×検索条件にヒットするエッジ数）×２

○ ３．各リソースのポーリング(本機能を有効にすると利用となります。)

エッジ情報リソース：5分に1回

メタデータリソース：1分に1回

検索要求リソース：1分に1回

送信完了リソース：1分に1回（検索要求がない場合は動作しません。）

○ 特に１．では複数データの一括登録(Bulk Insert)を使うため、「メタ数」「メタデータ登録回数」「メタデータ登録するエッジ数」の３つにつ
いて充分に考慮してアプリケーション設計いただくようお願いします。

○ 実際の計算例についてはユーザーガイドを参照願います。
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制限事項・注意事項(1/3)

○ データ系API(リソースデータを登録・更新・削除・参照するAPI)の1秒あたりに利用可能な回数は基本サービスの
プランにより異なります。
○ エコノミー ：100回／秒

○ スタンダード ：200回／秒

○ アドバンスド ：500回／秒（※）
※同一ネットワークアドレスからの接続時または 閉域接続オプション利用時は300回／秒に制限されます。

上記の回数を一定時間超える場合、リクエストが遮断(エラー返却(HTTP/HTTPS)またはデータ破棄(MQTT/MQTTS))されます。改善が見られない
場合はアクセスを全て遮断します。
遮断時のリクエストについて、HTTP/HTTPSは課金対象外となりますが、MQTT/MQTTSは課金対象となります。

○ 目安を超えた使い方をする場合の対応
○ データの登録など、以下の各要素に対する目安を1つでも越えた使い方を想定される場合は、お客様の利用シーンが実現できずご利用いただけない場合があ

ります。当社営業経由で事前にご相談ください。

○ ダイナミックリソースコントローラ(オンデマンドデータ収集)利用時の制限は以下のとおりです。

1通信におけるデータ量 管理系API※の通信頻度(ピーク) 登録リソース数 1リソース内データ蓄積容量(JSON) 同時接続数

256KByte 1回／秒 10,000個 100MByte 1,000 ※リソースやアクセスコード、イベントを作成・
更新・削除・参照するAPIを指します。

基本
サービスプラン

エッジ
登録数

メタデータの
メタ数の種類

通信頻度
（メタデータ登録）

通信頻度
（検索要求）

検索要求あたりの
メタデータ検索容量

通信頻度
（検索指示取得）

通信頻度
（送信完了通知）

エコノミー 1,000 10 5回／秒 20分に1回 1.5GB 10回／秒 10回／秒

スタンダード 1,000 10 5回／秒 10分に1回 1.5GB 10回／秒 10回／秒

アドバンスド 1,000 10 5回／秒 5分に1回 1.5GB 10回／秒 10回／秒
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制限事項・注意事項(2/3)

○ 過度な集中利用の禁止
過度な集中利用を禁止します。本サービスに深刻なダメージを与えるような集中利用があった場合アクセスを拒否する場合があります。

○ 前頁記載の目安を突発的に大幅に超える場合

○ 前頁記載の目安を定常的に超える場合

○ サービス提供時間
本サービスは24時間365日稼動しておりますが、計画メンテナンスや緊急メンテナンス実施時間帯はサービスを停
止する場合があります。数時間かかる場合もありその間サービスをご利用いただけません（データが蓄積できない場
合があります）。

○ 本サービスの提供リージョンについては、FUJITSU Hybrid IT Service FJcloud-O 公開ホームページのサービス
仕様書をご参照ください。

○ 閉域接続オプションについて
○ 閉域接続オプションにてインターネットからのアクセスを遮断するには、アクセス制限機能にて遮断設定を行う必要があります。

○ データ収集のリソース種別「リソース（転送）」およびイベント機能（Email通知または指定のAPI起動）はインターネット向けの発信とな
ります。閉域接続オプション利用時はご注意ください。

○ 閉域接続オプションにて、クライアント証明書機能は利用できません。

○ 閉域接続オプションにて、HTTPS接続またはMQTTS接続を利用する場合は、契約者クライアントのアプリケーションにてサーバ証明書エ
ラーを無視して続行する必要があります。
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制限事項・注意事項(3/3)

○ 閉域接続オプションについて
○ 閉域接続オプションは、接続先の契約者環境がFUJITSU Hybrid IT Service FJcloud-O上に構築されている場合、利用できません。

○ 閉域接続オプションは、当社の環境構築完了後にお客様にて本サービスポータル上から利用開始の操作を実施いただく必要がございます。
環境構築完了の通知 後15日が経過した時点で操作が実施されていない場合は、当社にて利用開始操作を実施するものとします。

○ 閉域接続オプションにて、契約者環境のIPアドレスに以下のものを指定することはできません。

○ 10.24.0.0/16

○ 100.64.0.0/10

○ 133.160.0.0/16

○ 133.162.0.0/16

○ 169.254.169.254/32

○ その他
提供機能の詳細やその他の制限事項については、FUJITSU Hybrid IT Serviceポータル＞ドキュメント
＞マニュアル＞IoT Platform の以下ドキュメントをご確認ください。

○ IoT Platform サービス詳細説明書

○ IoT Platform サービスポータル操作マニュアル

○ IoT Platform ユーザーガイド

○ IoT Platform APIリファレンス
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状
況
表
示

ア
ラ
ー
ト
通
知

・バイタル情報
・位置情報
・稼動情報

適用例1：センサーを活用した見守り

○ 内容
既存商品に新たにセンサーを内蔵し得られる稼動情報や、ウェアラブルセンサーから得られるバイタル(生体)情報を
クラウドに集約して監視

○ 効果
利用者に見守られている安心感を与え、安心して外出できる環境を提供
同時に保護責任者にも状況を見える化し安心感を提供

富士通
ユビキタスウェア

既存商品にIoTを組込み発生する新たな価値によってビジネスを強化

データ活用基盤
IoT Platform

学校

介護施設

家族見える化

見守り
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適用例2：工場見える化

○内容
○ 製造現場で発生する様々なセンシングデータと関連する背景データの相関関係が整理されたデータをクラウドに集約し、製造現場を可視化

○ 経営者、現場管理者、作業員での情報共有化により、改善策立案、実行のプロセスを効率化

○ 効果
○ 経営/現場間の情報共有、改善のための課題検知・分析作業の簡易化(1週間⇒即日)

○ 作業者が改善活動の効果を直接体感でき(ライン停止25％削減等)作業意欲が向上

データ活用基盤
IoT Platform

IoTで現場を可視化することにより、生産効率を改善へ
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適用例3：現場作業員の安全管理

○ 内容
現場の機器や作業員の状況をデジタル化して監視

○ 効果
従来、工事現場作業の安全管理は現場管理者に判断を委ねていたが、後方からの冷静な判断で事故(熱中症、予期せぬ設
備停止など)を未然に防止

⚫ パルス数・温湿度から熱ストレスを
推定し、熱中症などの危険を回避

⚫ 加速度・気圧を組み合わせた転倒検知

ユビキタスウエア
バイタルセンシングバンド

いつもと違う状況を
検知

作業現場

現場への
警告・支援

データ活用基盤
IoT Platform

・バイタル情報
・設備情報

IoTで日常データを収集。データ変化の検知により不測事態を回避
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【参考】 IoTクラウド比較

機能種別／
価格

機能 富士通
FUJITSU Hybrid 
IT Service 
FJcloud-O

A社 B社 C社

デバイス&
アプリアクセ
ス(API)

通信プロトコル

アクセス元認証/制限

データ要素単位の認可

APIでのデータ検索

データ管理 最新データ保持

履歴蓄積

データ判別/
処理

大規模化向け処理分散
（DRC : エッジコンピューティ
ング制御）

イベント検知/通知

データ分析

データ可視化

価格 - 月額 5/10/50万
円から選択
＋従量項目あり

完全従量制（従量課金項目は各サービスにより様々）
ただし、不足機能要件に対する個別のアプリケーション開発/インテグ
レーションが別途必要となる。

IoT
Platform

A社
IoT-PFサービス

各種ツール

C社
IoT-PFサービス

C社 IoT-PFサービス

B社
IoT-PFサービス

各種DB各種DB各種DB

各種ツール
各種ツール

他社クラウドは機能単位に様々な商品があり、SE／顧客が要件にあわせて組み合わせ／SIを実施し、顧客で運用を行います。
⇒IoT Platformではデータ利活用/エッジ連携に必要な機能群をセット提供することで、利便性を実現します。

C社 IoT-PFサービス
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Thank you
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